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平成２８年度 徳島県相談支援専門員協会事業報告 

総 括 

 ■総 括 
平成２８年度も当協会では法の理念に基づき、障がい者が地域社会の構成員として分け

隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら自立した生活を営む事が出来

るよう、ケアマネジメント実践及びそれに対応する地域支援体制の構築に取り組みました。

内容的には、相談支援に必要な方法論やスキルアップを高めるための育成研修や徳島県

とのタイアップによる各種講習会の実施、資質向上を目指した目的別研修等を開催しまし

た。 

 また、四国四県の障害福祉担当者や相談支援専門員協会等との地域間交流を通じて、

相談支援体制の充実が図れるよう様々な角度から情報交換・共有等を行いました。 

  地域においては、分野横断的な支援体制の整備、地域を基盤とする総合的かつ包括的

な協議が出来る場、地域住民を巻き込み地域をノーマライズ化していくコミュニティーワ

ークも進めているところです。 

 何らかの支援を必要とする『生きにくさ』を感じる人たちの『生きるを支える』ことに相談

支援専門員の力量が試されます。その人の『生きる』をどう支えていくか、『生きづらさ』が

見えにくくなっていることを支援者としてどう可視化していくか。見えた後の次のステージ

にどう繋いでいくか、『生きるを支える』ということは専門職だけでは出来ないことであり、

どのようなところと連携していけばよいのか等、幅広く柔軟に、意識的に専門特性を生か

した地域づくりを考えていく必要を強く感じています。 

『多様性尊重の原理はソーシャルワークの中核を為す！』を今一度見つめ直し、今後も

『繋ぐ』『チーム支援』を基軸とする利用者との信頼関係、他機関との連携、人材育成を大事

にし､タイムリーで必要な支援を見極める識見と技量を向上させ、対人援助の専門機関と

してその存在意義を再確認しなければなりません。 

相談支援専門員は、住み慣れた地域での『望む暮らしの実現』と『安心で自立した生活』

を可能とするためのサポート機関として、身近な存在で有用な役割を担っています。 

『感謝に敵なし、笑顔に争いなし』と良く言われますが、今後も障害の有る人が普通に暮ら

せる地域づくりを目指し、ポジティブにストレングスの視点を忘れずに協会運営に努め、徳

島県における障害者施策の推進と、相談支援体制の充実に寄与できるよう励んで参る所

存です。 
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１、日本相談支援専門員協会との連携と協力 

 熊本地震の際の協力・援助の実施連携や、今後の協会のあり方についての検討をブロックを

通じて意見交換等を行うなどし、連携に努めました。 

 

２、平成２8年度受託研修会等の企画・実施 

①平成２8 年度 徳島県障がい者虐待防止・権利擁護事業の開催実施 

  県より下記の研修事業について、委託実施についての協力依頼があり、本協会が企画運

営し、共同開催により実施しました。 

日 時：平成２9 年 1月 16 日（月） 9 時 00 分～16 時 00 分 

場 所：徳島県立総合教育センター ホール・大研修室 他 

参加者：141 名（内スタッフ７名） 

内 容 

＜共通講義＞ 

①「障がい者虐待防止法について」／徳島県障がい福祉課企画担当 

②「アンガーマネジメントと職員のメンタルヘルス」 

（社福）麦の子会 総合施設長 北川聡子 氏 

＜分野別講義＞ 

ア）権利擁護センター・市町村・虐待防止センター担当者コース 

 「障がい者虐待における自治体の取組・対応方法」 

イ）障害者福祉施設管理者・虐待防止マネージャーコース 

「適切な支援の広がりを目指して」 

【概要】 

①自分が思う「虐待事例」を考える 

②「適切な支援」が行われる事業所について考える 

・気づき、発見、取り組みなどを Gr で共有する 

 

３、独自の研修会等の企画・実施 

①総会の参加者を対象とした研修会の実施 

会場 開催日 研修テーマ 

板野町 

総合教育センター 

平成 28年 6 月 11 日（土） 

14 時 30分～16 時 00 分 

「アンガ－マネジメント 

～入門講座～」 

講 師：一般財団法人日本アンガー

マネジメント協会  

アンガーマネジメントファシリテーター 

浪越 あゆみ 氏 
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②徳島県相談支援専門員及びサービス管理責任者を対象にスキルアップ研修会の実施 

会場 開催日 研修テーマ 

板野町 

総合教育センター 

平成 29 年１月 14 日（土） 

9 時 45 分～11 時 30 分 

「意思決定支援のあり方について～

意思決定支援ガイドラインから～」 

大塚 晃 氏 (上智大学総合人間

科学部社会福祉学科教授) 

 

③事業所内虐待防止研修の企画・実施 

徳島県障がい福祉課より照会を受け、県内障害福祉事業所における虐待防止研修を実

施した。（協会より 2 名派遣し実施） 

 

４、四国ブロック（四国４県）との連携強化のための会議の開催 

四国 4 県の県担当者や相談支援専門員協会等との相互の交流を通じて、相談支援の充実

が図れるよう意見交換等を行いました。 

◆平成２８年度 第１回四国ブロック障害者相談支援関係者会議 

日 時：平成２８年７月９日（土）13：00～16:00 

場 所：霧の森 交湯～館 第２研修室 

参加者：県参加者・堀本代表・松下副代表・高尾副代表・島副代表 

議 題：１ 現状報告 

各県における相談支援関係基礎情報及び平成 28 年度の研修予定 

２ 協議事項 

①地域生活支援拠点と基幹センターの整備について 

②強度行動障がい支援者養成研修における実践報告者の選出につい

て 

  ③ファシリテーターの養成について 

  ④県自立支援協議会と圏域（市町）協議会との連携について 

３ その他 

 

 

５、役員会・総会の実施 

本協会の運営のあり方や活動方針についての協議を行うため理事会の開催や、各種受託研

修等の検討のため役員会を実施しました。 

①平成 28年度 第 1 回役員会・総会の実施 

日 時：平成 28年 5月 10 日（火）19：００～ 

場 所：徳島市 山のせ 

議 事：平成 28年度総会について 
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平成 27年度事業報告（案）・決算について 

平成 28年度事業計画（案）・予算について 

熊本県災害への対応について 

②第２回役員会・総会の実施 

日 時：平成２8 年６月 11 日（土）1２：００～ 

場 所：板野町 総合教育センター 

議 事：平成 27年度事業報告（案）・決算について 

平成 28年度事業計画（案）・予算について 

③第３回役員会の実施 

日 時：平成 28年 9月 14 日（木） １9：00～ 

場 所：徳島市 山のせ 

議 事：障害者虐待防止研修（国）の報告及び、県研修実施について 

他事業所への虐待防止研修の実施について 

肢体不自由児者父母の会連合会 徳島大会(平成28年 12月 11日)への協賛と

会場相談コーナー設置について 

④第４回役員会の実施 

日 時：平成 29 年 3月 19日（土） 19：00～ 

場 所：徳島市 

議 事：今年度の活動振り返り及び次期への活動計画（案）について 

 

６、その他 

①公明党ヒアリング/県議会議員広報への対応について 

・平成 28年 10 月 10 日（月）１３：３０～ クレメントホテル徳島 

１、計画相談支援、障害児相談支援の充実について 

２、重症心身障がい児の適切な支援・受け入れ態勢の確保について 

３、障害福祉サービス事業所等への安全対策について 

４、精神障がい者の地域移行支援の推進について 

５、障がい福祉分野に従事する職員の人材の確保・育成について 

・広報紙対応 平成 28年 11 月 12 日（土） １１：００～ ハーモニー 

 

②肢体不自由児者父母の会連合会徳島大会への協賛と会場相談コーナー設置について 

平成 28年 12 月 11 日 ひのみね支援学校体育館 

 

③平成２８年度徳島県福祉基金助成金の活用 

「相談支援専門員」の役割や、その内容についてはまだまだ知られていない部分

があり、ますます必要性が求められる相談支援専門員の活動をわかりやすく伝え
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るための資料作り（DVD）に取り組みました。 

 

④会員数 

   会員数は下記のとおりです。 

年度 正会員数 昨年度対数 

平成 28年度 56 + 13 

 

 


